
I n f o r m a t i o n

　

１
つ
の
体
操
は
10
秒
間
を
１
回
行

い
ま
す
。
必
ず
大
き
な
声
で
数
え
ま

す
。

　

自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
て
無
理
を

し
な
い
範
囲
で
行
い
ま
す
。

　

動
い
て
い
る
（
伸
ば
し
て
い
る
）

筋
肉
を
意
識
し
て
行
い
ま
す
。

き
く
筋

　

胸
の
筋
肉
・
肩
と
腕
の
筋
肉

効　

果

・
肩
こ
り
の
予
防
・
軽
減
に
つ
な
が

　

り
ま
す
。

・
肩
の
前
、
胸
や
背
中
の
筋
肉
が
伸

　

ば
さ
れ
ま
す
。

注
意
点

・
首
を
そ
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

　

す
。

・
上
体
が
後
ろ
に
そ
ら
な
い
よ
う
に

　

し
ま
す
。

・
肩
を
後
ろ
に
上
げ
過
ぎ
な
い
よ
う

　

に
し
ま
す
。

・
椅
子
に
浅
く
腰
か
け
る
の
で
、
転

　

倒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

「
い
す
に
座
っ
て
で
き
る
き
く

ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
よ
り
抜
粋
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

　

い
す
に
座
っ
て
で
き
る

　
　

き
く
ち
ゃ
ん
体
操
⑤

　
　
　

―
準
備
体
操
編
―

と　

き　

９
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

　

熊
本
電
波
工
業
高
等
専
門
学
校

内　

容　

握
力
、
長
座
体
前
屈
、

急
歩
、
上
体
起
こ
し
、
反
復
横
跳
び
、

立
ち
幅
跳
び
な
ど
を
行
っ
て
体
力

を
診
断
し
ま
す
。

対
象
者　

40
歳
以
上
の
人

募
集
人
数　

40
人

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

９
月
４
日
（
金
）

申
込
方
法　

セ
ミ
ナ
ー
名
（
ア
ン

チ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
）、
氏
名
、
性
別
、

住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

電
話
で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま

せ
ん
。

※ 

参
加
決
定
後
に
詳
細
を
連
絡
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

〒
８
６
１
ー
１
１
０
２

　

合
志
市
須
屋
２
６
５
９
ー
２

　

熊
本
電
波
工
業
高
等
専
門
学
校

　

管
理
課
「
教
養
セ
ミ
ナ
ー
」
係

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
２
１
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
９
６
（
２
４
２
）
５
５
０
３

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
ko
u
ka
i@
kn
c
t.a
c
.jp

　

対
象
者
に
は
、
3
月
末
に
申
請

書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
手
当
を

受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
を

し
て
い
な
い
人
は
、
受
付
期
間
内

に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

９
月
30
日
（
水
）

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効

※
申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
場
合
、
子
育
て
応
援

特
別
手
当
の
受
給
を
辞
退
し
た
も

の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
広
報
き
く
ち

５
月
号
（
17
ペ
ー
ジ
）
ま
た
は
菊

池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
21
年
２
月
１
日
現

在
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら
対
象
者

を
抽
出
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と

世
帯
を
別
に
し
て
い
る
人
は
、
申

請
書
を
郵
送
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
申
請
書
が
届
い
て
い
な

い
人
は
、
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
民
生
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課
、

各
総
合
支
所
民
生
課

　
（
社
）
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
社
会
参
加
を

希
望
す
る
人
が
、
あ
ら
か
じ
め
登

録
を
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
意

欲
、
能
力
、
経
験
に
応
じ
た
「
生

き
が
い
、
働
き
が
い
、
社
会
貢
献
」

の
で
き
る
場
を
見
つ
け
る
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

対
象
者　

お
お
む
ね
55
歳
以
上
で
、

常
用
、
臨
時
、
パ
ー
ト
な
ど
の
雇
用
・

就
業
を
希
望
す
る
人

支
援
内
容　

就
業
相
談
、
マ
ッ
チ

ン
グ
（
結
合
）
支
援
、
就
業
支
援

講
座
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

登
録
方
法　

登
録
申
込
書
に
記
入

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金　

無
料

※ 

登
録
し
た
個
人
情
報
は
目
的
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
の
高
い
技
術
、
技
能
、

経
験
を
活
か
せ
る
職
場
な
ど
、
高

齢
社
会
の
活
性
化
に
取
り
組
む
事

業
に
参
加
で
き
る
企
業
も
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
（
社
）
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

　

☎
０
９
６
（
３
１
２
）
３
３
１
０

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

誰
に
で
も
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
開
催
さ
れ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

菊
池
市
泗
水
ホ
ー
ル

と　

き　

９
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
開
演

　
　
　
　
（
午
前
10
時
開
場
）

菊
池
市
文
化
会
館

と　

き　

９
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

料　

金

　

中
学
生
以
上　

１
、２
０
０
円

　

小
学
生
以
下　

５
０
０
円

※
３
歳
未
満
児
の
膝
上
鑑
賞
無
料
。

た
だ
し
、
座
席
を
利
用
す
る
場
合

は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

チ
ケ
ッ
ト
発
売
所

　

菊
池
市
文
化
会
館
、
七
城
公
民

館
、
旭
志
公
民
館
、
泗
水
公
民
館
、

合
志
市
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
内
ひ
ま
わ
り

売
店
、
ム
サ
シ
プ
ラ
ザ
、
交
通
セ

ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

問
い
合
わ
せ
先　

　

菊
池
市
文
化
会
館

　

☎
（
24
）
１
１
０
１

あ
な
た
の
「
基
礎
体
力
」

　
　

測
っ
て
み
ま
せ
ん
か

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

さ
わ
や
か
知
恵
袋
講
座

      　
　
　

受
講
生
募
集

シ
ニ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業
へ
登
録
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
を

　
　

  

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
さ
わ
や
か
知
恵
袋
」
に
登
録
し

て
い
る
高
齢
者
な
ど
が
講
師
と
な

り
、
長
年
培
っ
て
き
た
伝
承
遊
び
や

趣
味
で
会
得
し
た
技
術
を
伝
承
し
ま

す
。

　

受
講
者
に
は
受
講
後
、
高
齢
者
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を

は
じ
め
地
域
の
人
々
と
の
交
流
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
高
齢
者
の

活
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
趣
味

や
特
技
を
見
つ
け
た
い
人
も
大
歓

迎
で
す
。

開
催
時
期　

９
月
〜
10
月

※ 

各
講
座
で
開
催
日
が
異
な
り
ま

す
。

会　

場

　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
資
格　

県
内
在
住
者
で
４
月

１
日
現
在
60
歳
以
上
の
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
こ
の
他
材

料
費
実
費
負
担
を
お
願
い
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

講
座
名　

南
京
玉
す
だ
れ
、
絵
手

紙
、
マ
ジ
ッ
ク
、
お
手
玉
、
折
り
紙
、

竹
細
工
・
玩
具
づ
く
り

定　

員　

各
講
座
20
人

※ 

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

受
講
希
望
講
座
を
記
入
し
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

８
月
31
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

財
団
法
人
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿

財
団

　

熊
本
市
南
千
反
畑
町
３
ー
７
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０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
８
３

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

   h
ttp
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w
w
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w
a
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ka
.　

　

o
r.jp

児童扶養手当とは
　父と生計を同じくしていない児童が育成される家
庭の生活の安定と自立を促進し、児童福祉の増進を
図るための制度です。
受給できる人
①児童を監護している母（親権や同居の有無は問わない）
②児童を母に代わって養育（同居して児童の生計の
大半を支出）している人
手当の対象となる児童（①②のどちらにも該当）
① 年齢
　・18歳に達する日以降の最初の3月31日までにある
　・20歳未満で特別児童扶養手当を受給できる程度
　　の障がいがある
②状況
　・母が離婚した後、父と生計を同じくしていない
　　児童
　・父が死亡した児童
　・父が重度の障がいにある児童
　・父の生死が明らかでない児童
　・父から引き続き１年以上遺棄されている児童
　・父が法令により引き続き１年以上拘禁されてい
　　る児童
　・婚姻によらないで生まれた児童
所得制限
　手当を請求する本人、その配偶者および扶養義務者の
所得が一定以上の場合は、手当の一部または全部が
停止されます。

児童扶養手当支給額（月額）

※一部支給については、所得額に応じて支給額が決定されます。

区分 全部支給される人 一部支給される人
児童１人のとき ４１，７２０円 41,710 ～ 9,850 円
児童２人のとき ４６，７２０円 46,710 ～ 14,850 円
児童３人の以上とき ３人目以降１人当たり 3,000 円加算

椅
子
に
浅
く
腰
か
け
ま
す
。
両
手

を
背
中
の
後
ろ
で
組
み
ま
す
。
胸

を
張
り
、
背
中
を
伸
ば
し
ま
す
。

両
手
を
後
ろ
へ
伸
ば
し
ま
す
。
終

わ
っ
た
ら
、
手
を
ひ
ざ
の
上
に
戻

し
ま
す
。

＊＊ ＊＊

８月は児童扶養手当現況届の
提出月です！

ご存知
ですか？

問い合わせ先 子育て支援課
次の場合は手当が支給されません
児童が・・・
・日本国内に住所がないとき
・父または母の死亡について支給される公的年金
　給付を受けることができるとき
・父に支給される公的年金給付の加算の対象に　
　なっているとき
・労働基準法などの規定による遺族補償を受ける
　ことができるとき
・児童福祉施設などに入所または里親に委託され
　ているとき
・母の配偶者(事実上の婚姻関係の場合も含む)に養育
　されているとき(父に重度の障がいがある場合は除く)
母または養育者が・・・
・児童を監護していないとき
・日本国内に住所がないとき
・公的年金を受けることができるとき
※現況届提出の通知は、対象者に８月１日（土）
　以降に郵送されます。
※現業届受付窓口の設置日程は、広報きくち７月
　号をご覧ください。なお、本庁窓口は、福祉会
　館２階大研修室に変更となりました。
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